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生徒には整えて書くだけでなく、自由で個性豊
かな表現にも幅広く挑戦させたいなぁ。ー

作品について生徒同士で根拠
をもって確かな言葉で批評し
合う機会があればいいなぁ。

書の伝統と文化を踏まえ、表現を
構想し工夫する姿が表れて欲しい
なぁ。

芸術科（書道）における「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法リーフレット

「主体的に学習に取り組む態度」の評価に対する先生方の思い・・・

そんな思いにお応えするリーフレットです！教科に限らず、校内の皆さんでぜひご覧ください！
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綺麗な字が書けるようになることだけをめざ
して反復練習を繰り返すことだけを、生徒は
『主体的』だと思っていないかな？



府立学校 実践事例 書道Ⅱ 「草書の書」

知識及び技能
思考力、判断力、

表現力等
学びに向かう力、人間性等

書の表現の方法や形式、多
様性などについて理解を深め
るとともに、書の伝統に基づき、
効果的に表現するための技
能を身に付けるようにする。

書のよさをや美しさを感受し、
意図に基づいて創造的に構
想し、個性豊かに表現を工
夫したり、作品や書の伝統と
文化の意味や価値を考え、
書の美を味わい深く捉えたり
することができるようにする。

主体的に書の創造的な諸
活動に取り組み、生涯にわ
たり書を愛好する心情を育
むとともに、感性を高め、書
の伝統と文化に親しみ、書
を通じて心豊かな生活や社
会を創造していく態度を養う。

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

• 草書の成立と特徴につい
て理解している。（知
表）

• 王羲之と王鐸の表現の
違いを理解している。
（知鑑）

• 行の流れを理解し、行
幅・墨量の変化をつけ、
直筆で、筆脈を意識して
表現的臨書作品を制作
することができる。

• 効果的な行の流れや作
品の構成について思考し
ている。（思表）

• 他の人の表現を見て、表
現的臨書の見地から、改
善点を探したり、良いとこ
ろを正しく批評したりして
いる。（思鑑）

• 自分の作品を作るにあ
たり、改善点を主体的
に探し、改善に取り組
もうとしている。（態
表）

• 王鐸の表現的臨書につ
いて、行の流れ等の特
徴を理解し説明しよう
としている。（態鑑）
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⚫ 草書の歴史と特徴を理解する。
⚫ 字典を用いて自分の名前と「臨」を草書で書く。（２時間）

⚫ 王羲之の『秋月帖』と王鐸の『秋月帖臨書作品』の表現の違いを
見つける。

⚫ 王鐸の表現を参考に、王羲之の『龍保帖』の臨書用の草稿を鉛
筆で書く。 （２時間）

⚫ 草稿を互評し、他者の草稿にアドバイスを送る。
⚫ 他者からのアドバイスをもとに改善点を明確にし、草稿を再構築
する。 （２時間）

⚫ 草稿をもとに半切に『龍保帖』の臨書を制作する。制作意図と草
稿とともに、作品の解説を意見交換する。

⚫ 作品を互評し、自分の作品を振り返り、清書する。 （２時間）

詳しい単元計画はp.12をご覧ください

単元の目標

単元の評価規準（＝実現したい生徒の姿）

単元の流れ



(１)評価場面：草稿完成後の振り返り（第５時）

詳細：
王鐸の表現的臨書の意味を理解したうえで、
他者の草稿を評価したり、意見交換をしな
がら、自分の制作過程（初稿、完成稿）を
振り返り、どのような改善があったかを具
体的に記入する。【評価規準の（態表）の
評価】

「十分満足できる」
状況(Ａ)

「概ね満足できる」
状況(Ｂ)

「努力を要する」状況
(Ｃ)と判断された生徒に
対する支援のてだて

自身の制作過程を振り
返り、意見交換を踏ま
えて、多くの具体的な
課題を見つけ、それを
改善しようとしている。

自身の制作過程を振り
返り、意見交換を踏ま
えて、課題を見つけ、
それを改善しようとし
ている。

他者の意見と自分の
意見を比較させ、そ
の違いについて理解
を促し、草稿の改善
に繫げられるように
する。
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【評価の進め方】

① 草稿について、生徒が自己評価をする。

② 草稿と自己評価を班の中で交換する。

③ アドバイス等を記入する。

④ アドバイスの記述を踏まえ、自身で改善したポ

イントを書道の用語を使って記述する。

資料のページに生徒が自己評価や
相互評価を記入した授業プリント
（ｐ.14）がありますので、参考に
してください。

「主体的に学習に取り組む態度」の総括的評価の詳細と判断基準

(３)評価の進め方

（２）判断基準



【草稿の初稿】

【アドバイスを踏まえた改善

点についての生徒Ａの記述】

❶行幅のコントラストが、

ハッキリ分かるようにし

た。

❷連綿を意識して書くこと

ができた。

【教員による評価】
「初稿から課題を見つ
ける」という自己認識が
２つあり、
❶は実際の作品に変
化が見られるが
❷についてはあまり変化
が見られない。
しかしながら「課題を見
つけ、改善に取り組もう
とした」と判断できる。

【草稿の最終稿】

評価：

【相互評価で受けたアドバイス】
⚫ 二行目の前半が幅の無い文字

で、行幅に変化が無いなぁ。
⚫ 連綿していない文字も多いなぁ。

【参考：半切に書いた清書】
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(４)『生徒Ａ』の振り返りと作品評価例

アドバイスを
生かすと



【参考：半切に書いた清書】

【アドバイスを踏まえた改善点に

ついての生徒Bの記述】

❶墨継ぎの位置を変えて繋げ

るところは繫げ、切るところ

は切るとハッキリさせた。

❷文字の大小、行幅の変化を

とても意識して書けた。

❸大きく書いた隣は小さく、

またその逆も意識して書けた。

【教員による評価】
「初稿から課題を見つけ
る」という自己認識が３
つあり、
❶❷❸それぞれについ
て作品にも変化が見ら
れる。
❷❸は行幅のコントラス
トとして同じ意味である
ため、課題としては１つ
の扱いとしているが、「複
数の課題を見つけ、改
善に取り組もうとしてい
る」と判断できる。

アドバイスを生かすと

評価：
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【相互評価で受けたアドバイス】
⚫ 連綿が切れるところが多くて、流れにくく

感じるなぁ。
⚫ 一行目の前半の行幅の変化があまり

ないなぁ。
⚫ 上の部分が一行目も二行目も広いの

で、行幅のコントラストがハッキリしない
なぁ。

評価例 (５)『生徒Ｂ』の振り返りと作品

【草稿の初稿】 【草稿の最終稿】



単元を通しての毎時間の反復的な活動の積み重ねによって学習を深めていくことが多い！

学習を深められるように教員は、

⚫ 「形成的評価」を適宜継続して行う

⚫ 他の人からアドバイスをもらったり批評し合うなど、言語活動の機会を設ける

⚫ アドバイス等を踏まえて、さらに作品の完成度を高める機会を設ける

⚫ 作品の完成だけでなく、そこに至る過程を評価するためにも、制作の意図を記述したり、

学習を振り返ったりする機会を設ける

⚫ 作品を完成するにあたり、どういう意図をもって制作をしたか
⚫ 作品の完成後に、どういった点を工夫したか などを
記述させたり、記述内容と作品を見比べることで主体的に学習に取り組む
態度の評価をすることができる。

それにより

芸術科（書道）の学習では

まとめ：単元での観点ごとの総括的評価に際して
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ことが重要です。



参考資料
（１）Ａ表現・Ｂ鑑賞を一体的に捉えた学習過程のイメージ図

（２）共通事項について

（３）芸術（書道）の評価の観点及びその趣旨

（４）主体的に学習に取り組む態度と「Ａ表現」・「Ｂ鑑賞」の関係

（５）「Ａ表現」と「Ｂ鑑賞」の複合型の単元における指導と評価の
計画のポイント

（６）実践事例における単元の指導と評価の計画

（７）実践事例において使用した授業プリント

（８）参考となる資料やWebサイトの紹介
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各科目の内容を「Ａ表現」、「Ｂ鑑賞」、
〔共通事項〕に分類

A B

〔共通事項〕は「A表現」及び「B鑑賞」

の学習において共通に必要となる資

質・能力

つまり、「(1)漢字仮名交じりの書」、

「(2)漢字の書」、「(3)仮名の書」及び

「Ｂ鑑賞」の学習に共通の支えとなる

知識であり、書の特質や書の美を捉

えて表現したり鑑賞したりする上での

観点というべきもの

〔共通事項〕は、「Ａ表現」及び

「Ｂ鑑賞」の指導と併せて、また

それらの指導を通して適切に指

導する必要があります。

出典：幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（中央教育審議会答申） 8

参考資料（１）Ａ表現・Ｂ鑑賞を一体的に捉えた学習過程のイメージ図



A表現、B鑑賞の学習を
通じて、積極的にこのよ
うな視点や用語を生徒
に示していきましょう。

書の特質及びそれにより生まれる書のよさや美しさを理解し捉える上での観点
①時間性と運動性、②書の表現性、③書を構成する要素、④造形性と空間性

〔共通事項〕におけるキーワード

書を
構成する
要素

表現性

表現
効果

• 用具・用材の特性や用筆・運筆から生まれる「線質」
• 書風を形づくる「字形」
• 文字構成、全体の構成等の「構成」

⇒「墨色」や「余白」を含めて考えることもできる。

様々な書特有の「表現性」が重層的・複合的に複雑に合わさることによって生まれる、美を美たらしめる
表現上の効果のこと。
書特有の「表現性」の働きに加え、鑑賞される場や方法・形態や、表装の効果などにも影響を受け、また、
鑑賞者の鑑賞力にも左右されながら成立しうるもの。
• 「紙面上の造形的な調和」
• 「題材となる言葉と表現との調和」
• それらが鑑賞されることで捉えられる「風趣」 等

言葉による記録・伝達の機能を保ちながら、「いかに伝えるか」を意図し、「書を構成する要素」の特性を
効果的に働かせ、より美しく、より豊かに伝えるために活用し工夫される書独自の表現上の特質のこと。
• 用筆・運筆から生み出される太細、強弱、遅速、緩急等の主に「線質」に関わる「変化」
• 用筆・運筆における「律動」
• 「運動性」の背景となる「性情」 等

ア 用筆・・・運筆から生み出される書の表現性とその
表現効果との関わりについて理解すること。

イ 書を構成する要素について、それら相互の関連がもたらす働
きと関わらせて理解すること。

〔共通事項〕

〔共通事項〕の四つの視点
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参考資料（２）〔共通事項〕について



「Ｂ鑑賞」では「作品の価値とその根拠」、「生活や社会

における書の効用」などについて考えることとされています。

生徒が生涯にわたり楽しく書に関わり、書のよさや美しさを

語ることができるようにするという視点から、鑑賞の授業を

工夫し、「Ａ表現」と「Ｂ鑑賞」の相互関連を常に意識し

ながら生徒が能動的に学習できるようにすることが大切

です。

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

⚫書の表現の方法や

形式、書表現の多

様性について幅広く

理解している。

⚫書写能力を向上さ

せるとともに、書の

伝統に基づき、作

品を効果的に表現

するための基礎的

な技能を身に付け、

表している。

書のよさや美しさを

感受し、意図に基

づいて構想し表現

を工夫したり、作品

や書の伝統と文化

の意味や価値を考

え、書の美を味わ

い捉えたりしている。

主体的に書の表現

及び鑑賞の幅広い

活動に取り組もうと

している。

「Ａ表現」・・・自身の活動を振り返り見通しを立てなが

ら試行錯誤を繰り返し、粘り強く取り組

もうとしている様子や、作品や書のよさ

や美しさを感受しながら自身の表現の

意図に基づいて、よりよい表現の実現

に向けて構想を練り直し、効果的に表

現を工夫しようとしている様子を見取る。

「Ｂ鑑賞」・・・作品や書のよさや美しさを感受しながら、

見方・考え方を主体的に働かせて、書を

構成する要素や表現性、表現効果や

風趣等の観点から分析的に捉えようとし

たり、作品や書のよさや美しさ、書の伝

統と文化の価値について考えたり生活

や社会の中での書や文字の意味や価

値を見出すことに主体的に取り組もうと

したりしている様子を見取る。
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参考資料（３）芸術（書道）の評価の観点及びその趣旨 参考資料（４）「Ａ表現」・「Ｂ鑑賞」における主体的に学習に取り組む態度



ポイント①：作品を制作していく過程での

学習状況を見取る。

（例）

⚫ 制作途中の作品

⚫ 学習に取り組む様子

⚫ 表現の工夫 など

ポイント②：指導と評価を一体的に捉え

て行う。

単元の目標に対する実現状況を見取り、

指導・評価することで、指導の改善・調整

も図りながら、生徒一人ひとりが一連の学

習過程・学習活動の中で段階的に学習を

進め、目標に示した資質・能力を確実に身

に付けられるようにする。

●：評価場面：記録に残す場面、◎：指導に生かす
評価を重点的に行う場面↓：評価の継続性
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参考資料（５）「Ａ表現」と「Ｂ鑑賞」の複合型の単元における指導と評価の計画のポイント



時
学習内容・学習活動

[何をどのように学ぶか]

評価の
観点 評価規準【観点】

（評価方法等）
[何ができるようになるか]知 思 主

１
・
２

• 草書の歴史と特徴（直筆・ノンス
トップ）について理解する。

• 字典を用いて自分の名前と「臨」を
草書で書く。

• 王羲之の「龍保帖」を臨書する。
◎

• 正しい文字を草書で書
く技能を身に付けてい
る。【技】

• 字典を用いて自分の名
前を検字し、草書で書
く技能を身に付けてい
る。【技】
（全て行動観察）

３

• 王羲之の『秋月帖』と王鐸の『秋月
帖臨書作品』の表現の違いを見つけ
る。

• 王羲之の『秋月帖』と王鐸の『秋月
帖臨書作品』の表現の違いを書き出
し、班で共有する。

◎

王羲之の『秋月帖』と王鐸
の『秋月帖臨書作品』の表
現の違いについて理解しよ
うとしている。【主】（行
動観察）

４

王鐸の表現を参考に行の流れを理解し、
行幅・墨量の変化を試行しながら、王
羲之の『龍保帖』の臨書用の草稿を鉛
筆で書く。 ◎

行幅や墨量の変化を意識し
て草稿をつくることができ
る。【思】（行動観察）

５

• 草稿を互評し、意見交換をする。
• 他者の草稿にアドバイスを送る。
その中で、自分の草稿の改善点
を発見する。 ●

表
鑑

●
鑑
●
鑑

• 王羲之の『秋月帖』と王鐸の
『秋月帖臨書作品』の表現の
違いを理解している。【知】

• 他者の表現を見て、改善点を
探したり、良いところを正し
く批評している。【思】

• 主体的に他者の作品を批評し
たりアドバイスをしたりしよ
うとしている。【主】
（全てワークシートの記述）

６

自分の草稿の初稿を元に、他者のア
ドバイスを踏まえて改善点を明確に
し、行幅等に留意しながら草稿を再
構築する。

●
表

他者のアドバイスをもとに、効
果的に見せるための表現技法を
用いながら草稿を再構築しよう
としている。【主】（ワーク
シートの記述）

７

• 草稿をもとに半切二行に『龍保
帖』の作品を制作する。

• 制作意図と草稿とともに、作品
の解説を意見交換する。 ◎

• 自分の制作意図を説明するこ
とを通じて、ねらいを明確に
することができる。

• 意見交換を通じで、さらに意
図に沿った作品を制作するこ
とができる。【思】（全て行
動観察）

８

作品を互評し、自分の作品を振り返
るとともに清書する。

●
技
●
表
●
表

• 墨量や線の太細・行幅に留意
しながら、作品を制作するこ
とができる。【技】

• 制作意図に応じた構図をイ
メージすることができる。
【思】

• 振り返りを踏まえて、構図と
制作物が関連するように作成
しようとしている。【主】

◎…形成的評価、●…総括的評価 ↓…評価の継続性
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参考資料（６）実践事例における単元の指導と評価の計画（全８時間）



草
書

王
羲
之
と
王
鐸
の
臨
書

●
臨
書
と
は

書
の
古
典
を
学
ぶ
こ
と
。
鑑
賞
の
深
化
を
図
り
、
技
術
を
習
得
し
、

書
作
の
原
理
を
理
解
し
、
創
作
活
動
へ
の
自
己
の
成
長
を
図
る
。

書
に
は
目
に
見
え
る
形
と
、
見
え
な
い
用
筆
や
、
情
緒
が
あ
る
。

●
形
臨

そ
の
書
の
形
を
忠
実
に
写
す
こ
と
で
、
も
っ
ぱ
ら
技
術
面
の
習

得
を
図
る
。
つ
ま
り
目
に
見
え
る
形
を
追
求
す
る
。

●
意
臨

そ
の
書
の
形
に
重
き
を
置
か
ず
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
書
の
情
緒
を

と
り
、
そ
の
作
の
精
神
、
気
持
ち
を
表
現
す
る
に
重
点
を
置
く
。

★
こ
の
王
鐸
の
表
現
的
臨
書
作
品
の
特
徴
を
あ
ぶ
り
出
そ
う
。
王
羲
之
の
秋
月
帖
と
比

べ
、
違
う
と
こ
ろ
、
格
好
良
い
と
こ
ろ
を
探
し
て
、
教
員
に
分
か
る
よ
う
に
記
入
す
る
。

王
羲
之
と
比
べ
な
く
て
も
、
王
鐸
の
臨
書
作
品
の
良
い
と
こ
ろ
も
書
き
だ
そ
う
。

【
主
体
】

①
王
羲
之
の
特
徴

「主体的に学習に取り組
む態度」の育成につながる
ための「問い」を提示する。

授業プリント①
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③
王
鐸
の
特
徴

②
王
羲
之
と
王
鐸
の
臨
書
を
比
較
し
て

参考資料（７）実践事例において使用した授業プリント



自
己
評
価
（
◎

○

△

×

）

①
筆
に
墨
を
付
け
る
の
は
３
回
だ
け
。

（
◎

○

△

×

）

②
文
字
は
、
可
能
な
限
り
連
綿
す
る
。

（
◎

○

△

×

）

③
滲
み
と
カ
ス
レ
（
潤
渇
）
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
付
け
る
。

（
◎

○

△
×

）

④
行
の
流
れ
を
作
る
。
文
字
が
小
か
ら
大
へ
、
大
か
ら
小
へ
、
三
文
字
以
上
か
け
て

変
化
す
る
。

（
◎

○

△

×

）

⑤
行
幅
も
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
き
か
せ
る
。

（
◎

○

△

×

）

草
書
臨
書
作
品
草
稿

王
鐸
さ
ん
を
真
似
て
、
龍
保
帖
ズ
ラ
ズ
ラ
連
綿
で
臨
書
作
品
を
制
作
し
て
み
よ
う
。

ル
ー
ル

直
筆
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
は
当
然
。

①
筆
に
墨
を
付
け
る
の
は
３
回
だ
け
。
②
文
字
は
、
可
能
な
限
り
連
綿
す
る
。

③
滲
み
と
カ
ス
レ
（
潤
滑
）
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
付
け
る
。
④
行
の
流
れ
を
作
る
。

文
字
が
小
か
ら
大
へ
、
大
か
ら
小
へ
、
三
文
字
以
上
か
け
て
変
化
す
る
。
⑤
行
幅
も
、

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
き
か
せ
る
。

十
七
帖
（
龍
保
帖
）

東
晋

王
羲
之

墨
継
ぎ

墨

支
援
者
（

）
組
（

）
番

書
道
番
号
（

）

名
前
（

）

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
（
特
徴
）
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
【
知
・
技
】
【
思
・
判
・
表
】

部
分
的
な
所
に
つ
い
て
は
、
赤
ペ
ン
で
も
う

一
枚
の
草
稿
に
直
接
記
入
す
る
こ
と

清
書
の
草
稿
を
書
い
た
後
に
記
入
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、
表
現
を
ど
の
よ

う
に
改
善
し
ま
し
た
か
。
具
体
的
に
自
分
の
言
葉
で
書
き
な
さ
い
。

【
思
・
判
・
表
】
【
主
体
】

授業プリント②授業プリント③

部
分
的
な
所
に
つ
い
て
は
、
青
ペ
ン
で
も
う

一
枚
の
草
稿
に
直
接
記
入
す
る
こ
と

支
援
者
（

）
組
（

）
番

書
道
番
号
（

）

名
前
（

）

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
（
特
徴
）
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
【
知
・
技
】
【
思
・
判
・
表
】
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参考資料（７）実践事例において使用した授業プリント



・高等学校学習指導要領解説 芸術編

https://www.mext.go.jp/content/1407073_08_2.pdf

・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 高等学校 芸術（書道）

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r030820_hig_shodou.pdf

・ 「観点別学習状況の評価」実施の手引き 各教科事例集

https://www.osaka-c.ed.jp/category/forteacher/pdf/kanntenbetsu%20.pdf

・ NHK高校講座 書道Ⅰ

https://www.nhk.or.jp/kokokoza/shodou/

全20回に分かれています。動画コンテンツを見たり、テーマに即
した学習メモがダウンロードできたり、動画コンテンツをみた後の理
解度の確認がWeb上でできます。
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参考資料（８）参考となる資料やWebサイトの紹介

https://www.mext.go.jp/content/1407073_08_2.pdf
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r030820_hig_shodou.pdf
https://www.osaka-c.ed.jp/category/forteacher/pdf/kanntenbetsu%20.pdf
https://www.nhk.or.jp/kokokoza/shodou/

